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あらまし 近年, 楽天レシピのような投稿型料理レシピポータルサイトが普及し, Web上には大量の料理レシピが存在

する. 膨大な数の料理レシピから目的に合ったものを検索するのは困難なため, 個人の好みや調理難易度などからユー

ザに料理レシピを推薦する手法が研究されている. しかし, 食の重要な要素である味についてはあまり考慮されてこな

かった. 一方, センサ技術の進歩に伴い, 料理の味を計測できるようになったが, 一般ユーザが気軽に利用できるもの

ではない. そこで, 本稿では料理と素材の相関関係に注目し, 料理レシピに対するコメント中の味に関する記述を教師

信号とみなした学習により, 料理レシピからその味を推定する手法について検討した結果を報告する.
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Abstract Recently, user-posted cooking recipe sites such as “Rakuten recipe” has become popular, and there is

a large number of recipes on the Web. It is difficult to search a recipe that matches the purpose of users, so recipe

recommendation according to the user’s preference or cooking skill is studied. However, they do not consider the

taste that is an important aspect of food. Meanwhile, with the progress of sensor technology, we can measure the

taste of food, but it is not ready for daily use, yet. In this report, we describe a method for estimating tastes of

cooking recipes based on training using comments on cooking recipes as supervisory signals.
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1. は じ め に

近年, “楽天レシピ”（注1）のような投稿型料理レシピポータル

サイトが普及し, Web上に存在する料理レシピ数が増えている.

膨大な数の料理レシピから目的に合ったものを検索するのは困

（注1）：楽天（株）, “楽天レシピ”, http://recipe.rakuten.co.jp/

難であり, そのため個人の好みや調理難易度などからユーザに

料理レシピを推薦する手法が研究されている. 橘らは料理名に

注目し, 修飾表現の関係性を用いてレシピのネーミングコンセ

プトを抽出することでレシピの特徴を把握しようとした [1]. し

かし, 含まれる素材に注目しておらず, 食の重要な要素である

味についてはあまり考慮されていない. センサ技術の進歩によ

り, 味覚センサ [2]が登場し, 料理の味を計測できるようになっ
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図 1 提案手法の処理流れ

表 1 各クラスの事前確率

甘味 辛味 苦味 酸味 塩味

0.676 0.103 0.043 0.106 0.066

表 2 実験結果 1

分類結果

甘味 辛味 苦味 酸味 塩味

甘味 380 31 5 30 17

辛味 42 22 0 9 7

正解 苦味 26 2 3 1 1

酸味 67 5 1 18 4

塩味 38 6 0 3 12

たが, 一般ユーザが気軽に利用できるものではない. そこで本

稿では料理と素材の相関関係に注目し, 料理レシピに対するコ

メント中の味に関する記述を教師信号とみなして, 料理レシピ

からその味を推定する手法について検討した結果を報告する.

2. 提 案 手 法

提案手法は学習段階と識別段階からなり, ナイーブ Bayes分

類器を用いることで, 料理レシピを味に関する 5つのクラスに

分類する. この分類器は, 各クラスにおいて, ある特徴が出現す

る生起確率と事前確率から事後確率を求め, 最も事後確率が高

いクラスに入力料理レシピを分類する識別器である. 処理の流

れを図 1に示す.

学習段階では, 識別器構築のために, 学習用に用意した作成コ

メント付き料理レシピから 5クラスの味のいずれかに言及して

いるものを抽出してラベルとする. そして, 料理レシピ中の素

材名が各クラスにおいて出現する確率を生起確率, 5 クラスに

分類した学習データ各々の占める割合を事前確率とする.

識別段階では, 学習段階で得られた特徴の生起確率と事前確

率を用いて, 入力された料理レシピを, 掲載されている素材名か

ら求めた事後確率が最も高くなるクラスに分類する.

3. 実 験

楽天レシピに掲載されている料理レシピ 44 万件において,

図 2に示すような「つくったよレポート」と呼ばれるユーザ作

成コメントを形態素解析し, 5クラスの味のいずれかに言及した

7,730件に対し, 提案手法の性能を評価した. 内訳として, 学習

用に 7,000件, 評価用に 730件を用いた. 各クラスの事前確率

表 3 実験結果 2

分類結果

甘味 辛味 苦味 酸味 塩味

甘味 165 34 26 30 45

辛味 28 19 10 6 17

正解 苦味 13 3 9 2 6

酸味 48 5 8 28 6

塩味 26 7 0 5 21

図 2 「つくったよレポート」の例（注1）

を表 1に, 実験結果を表 2に示す. 全体の分類成功率は 59.0%

だった. チャンスレートの 20%を大幅に上回る結果になり, 提

案手法の有効性を確認した.

分類結果として甘味への分類が多かったのは, 事前確率とし

て甘味が高かったためと考えられる. そこで, 分類器の性能が

事前確率のみに依存していないか調べるため, 事前確率が等し

くなるように各クラス 300件, 合計 1,500件の学習データを用

意し, 評価用に 730件を用いて, 実験を行った, その結果を表 3

に示す. 全体の分類成功率は 42.7% だった. 事前確率が他クラ

スと同じだったにも関わらず, 予測結果として多かった甘味に

ついて考察する. 甘味と誤って分類されたレシピには砂糖を含

むものが多かった. たとえば, から揚げやしょうが焼きなどで

ある. これらは, 砂糖を含むため甘味はあるが, それが料理全体

を代表する主な味ではない. これに対応するために, 今後は素

材の分量や調理手順も考慮して, これらの料理レシピの味を正

確に推定できるようにしたい.

4. む す び

本稿では料理と素材の相関関係に注目し, 料理レシピに対す

るコメント中の味に関する記述を教師信号とみなして, 料理レ

シピからその味を推定する手法について検討した結果を報告し

た. 今後は, 推定精度の向上にむけて, 料理画像や調理手順など

の情報も利用した推定する手法を検討する.
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